
§3 目違いの疲労に対する影響に関する既往の研究の整理 

 

溶接継手部に目違いが生じると，軸方向力のみが作用する場合でも，溶接止端部のなどの応力集中

部に膜応力に加えて板曲げ応力が生じるために，疲労強度が大きく低下することがある。第 2章の目

違いに関する各基準の調査でも示したように，目違いの許容値や許容値を超えた場合の対処の仕方な

どが定められているものもあり，日本鋼構造協会(JSSC)の疲労設計指針 1)では，橋梁の基準である鋼

道路橋示方書 2)，船舶の工作精度標準である日本造船学会日本鋼船工作法制度標準(JSQS)3)，国際溶接

協会の疲労設計指針 4)の目違いに関する基準が紹介されている。例えば，文献 3)に関しては，すみ肉

溶接継手が目違いの許容値を超える場合，板厚の半分以下の場合には 10%程度の増し脚長による補修

が要求されており，また板厚が半分以上の場合には再溶接することになるとしている。突合せ溶接継

手の場合には目違いの許容値を超える場合には再溶接をしなければならないことが紹介されている。

文献 4)に関しては，目違いの許容値を超える場合には，目違い量に応じた応力の割り増し率 mk で軸方

向応力を補正することが紹介されている。この mk に関して，突合せ溶接継手および荷重伝達型十字継

手に関する算定式の例を図 3-1 に紹介する。同様に，DNV5)では，疲労照査に用いるホットスポット応

力範囲 hotspot の評価式である alnohotspot K min  の中の応力集中係数  nleg KKKkK   に含ま

れる目違いの影響および角変形の影響を表す leK および lK に関する記述が種々の継手や目違いの種

類に応じて示されている。ここでは図 3-2 にその例の紹介を行う。ここでは，目違いの影響度に関し

ては，（疲労強度等級を決定するための）疲労試験データに用いられる試験体に一般的に含まれている

と考えられる目違い量を図中 0e として，測定される目違い eから差し引いた値  0ee  の大きさを用い

て目違いの影響度を考慮している。 

一方で，JSSC1)では，目違いやルートギャップなどの初期不整が継手に生じた場合には，継手に作

用する応力が増加し疲労強度が低下するために，これらの初期不整は生じさせないことが望ましいと

している。本章では，これまで多く行われてきた目違いに関する検討の中で，継手モデルでの目違い

の影響度やその評価法について，大型構造物中の実ディテールを対象とした目違いの影響度の検討，

および目違いの計測手法に着目して既往の研究の整理を行った。 
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拘束がなく荷重点が

十分離れている場合
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mk は溶接部ののど断

面応力範囲に関係し

ている 

文献[1]では平板の角度不整に関する割増係数も紹介されている

図 3-1 IIW 指針の目違いによる応力割増係数 mk  4) 
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 また，矢田ら 6)は，荷重の載荷に伴う変形の増大に伴い角変形の影響が漸減することに注目し，平

板や曲面板の溶接部に生じる角変形や目違いの影響の理論的な解法を示し，実験結果と良く一致する

ことを示している。 

 

3-1. 溶接継手部の疲労強度に対する目違いの影響の検討 

 

Maddox7)は突き合わせ溶接および十字溶接に対して，種々の目違いのタイプに応じた疲労強度への

影響について疲労試験結果の整理および簡易な評価式と併せて整理を行っている。その中で目違いの

影響は主板に作用する付加的な板曲げによるものであるが，例えばその十字溶接に対しての目違いの

影響度に対する評価式は図 3-1 に示す評価式と同じであり，中板を挟む主板の板厚が異なる場合には

図 3-1 中に示す板厚の異なる平板の目違いと同じであり n=1.5 の値が示されている。この目違いの影

響は主板に軸力が作用する場合には大きく，曲げが作用するような場合は小さいこと，また軸力と曲

げが同時に作用するような場合には目違いの影響は軸力のみに対して評価することが記載されている。

これらの影響については，溶接部の回転が拘束されていない状態での考察であり，境界条件や部材の

形状，他の部材の存在によっては，継手部の回転を拘束することもあり，一般的にはケースごとに解

両面からの突き合わせ溶接 板厚が異なる板同士の両面からの

突き合わせ溶接 
十字継手 
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図 3-2 DNV 指針の目違いによる応力割増係数 lek  5) 
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析的な検討が必要であるとしている。 

八木ら 8)は SM41B，Al 合金 5083-O，9%Ni 鋼など種々の

材料を用いて目違い（0.2t～0.6t の範囲で検討：tは主

板厚）や角変形（80/1000 まで）を導入した横突合せ溶

接試験体を用いて検討を行っている（図 3-1-1：主板厚

25mm，主板幅 15mm）。そこでは，試験体表面のひずみ計

測により，目違いや角変形によって生じる付加的な曲げ

応力は梁理論による弾性計算で近似的に求めうることを

示している。ただし，付加的な曲げを考慮した（重畳し

た）公称応力で疲労試験結果を整理すると，その疲労強

度は同一き裂発生寿命における軸応力の場合のそれと比

べて高くなり，その傾向は軸応力に対する曲げ応力の割

合が大きくなるほど顕著になることを示している。この

点は軸応力と曲げ応力の断面内での分布によるものであ

ると考えられる。 

飯田ら 9)は，角変形を対象としているが，HW50 および

HW70 材の横突合せ溶接部に及ぼす角変形量の影響を実

験的に調べている。図 3-1-2 には HW70 材の結果を試験体

形状と併せて示すが，公称応力範囲で整理した S-N 線図

では角変形の伴い疲労強度の低下が見られるが，止端部

から 5mm 位置におけるひずみ範囲を用いて S-N 線図を整

理すると疲労強度と破断寿命の関係を一元化できるとし

ている。ただし，この 5mm という位置は，ゲージ長さや

そのベースのサイズに依存するものであり，止端部の近

くの測定結果という意味合いであり，5mm という値その

ものには重要な意味はないとの意見をこの文献 7)の討議

に記している。同様に大野ら 10)は，4mm 厚の AL 合金 5083

材に平均 2.1 度の角変形を導入した突合せ溶接継手試験体の疲労試験を行い，疲労強度の低下量（25%）

は角変形により付加される板曲げの効果を考慮することで評価できることを示している（図 3-1-3：

なお，同図には角変形の測定方法も紹介されていたので併せて紹介している）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-1-1 突合せ目違い溶接試験体8)

目違い試験体 

角変形試験体 

図 3-1-2 角変形を設けた突合せ溶接試験体 9)

試験体形状 

公称応力範囲で整理 

止端部から 5mm 位置のひずみ範囲で整理 

角変形測定手法 

公称応力で整理した S-N 線図 角変形による付加的な曲げを考慮し

た S-N 線図 

図 3-1-3 角変形を設けた突合せ溶接継手試験体と疲労試験結果

試験体形状 
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一方で，Chiarelli ら 11)は，主板厚 8mm の横突合せ溶

接継手に 1.2mm の目違い（BS の目違いの許容値である主

板厚の 15%の目違いに相当）を導入した試験体を用いて

疲労試験を行っている。主板表裏から溶接を行った目違

いなしの試験体と比較して，主板片面から溶接した目違

いを有する試験体では，200 万回疲労強度が半分程度の

値となっており，付加曲げ応力の重畳率（45%）よりも大

きい結果が得られている。これは，溶接裏面の目違い部

の形状（ノッチ）に起因するものであるとしている。 

上村ら 12)は，アルミ合金 5083-O を用いて，主板厚の

25%および 50%の目違いを与えた完全溶込み溶接および

すみ肉溶接により荷重伝達型十字溶接継手試験体（図

3-1-4）を製作し，数多くの疲労試験を行っている。同図

に示すように，止端部破断したデータについては，軸力

に曲げが重畳して作用する十字継手の止端破断の疲労強

度が，溶接残留応力と降伏応力（止端部での降伏現象）

を考慮するために修正グッドマン法で応力比 R=0 の局部

応力振幅に換算した応力範囲で整理することにより，目

違いの有無によらず S-N 線図上で狭い範囲内にプロット

されたとしている。 

また，荷重伝達型の十字継手の目違いの影響に関して

は解析的な検討も行われている。例えば Lie ら 13)は荷重

伝達型十字継手の目違いの影響について目違い量，溶込み量（不溶着長さ）および端部の拘束条件（片

端固定，片端軸方向引張で載荷点の載荷軸直角方向変位の拘束の有無）をパラメータとして検討を行

い，止端部における応力上昇および止端部からのき裂進展に伴う応力拡大係数の変化，更には進展寿

命に対する目違いの影響を検討している。図 3-1-5 にき裂深さと応力拡大係数の関係を示すが，き裂

深さが止端部から板厚の半分の長さになるまでの検討の範囲では，載荷点に変位拘束を設けない場合

には目違いの影響は見られないが，載荷点の変位拘束を設けた場合には，目違い量が大きくなるとそ

れに比例して応力拡大係数が大きくなることを示している。また，その応力拡大係数を用いたき裂進

展解析により既往の疲労試験における目違いによる疲労強度の低下を説明できることを示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試験体形状 

公称応力で整理した S-N 線図（全試験体）

修正した止端部の局部応力範囲で整理し

た S-N 線図（止端部破壊のみ） 

図 3-1-4 目違いを設けた荷重伝達十字継
手試験体とその疲労試験結果 12) 

載荷点の鉛直変位を拘束しない場合 載荷点の鉛直変位を拘束した場合 

図 3-1-5 荷重伝達十字継手止端部より発生するき裂深さと応力拡大係数との関係 13)
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なお，この文献 13)の中には，目違いによる応力上昇の式 

Lt

e
Kt

11

   

における，境界条件などによる拘束度の差異の影響を表すに対して，BS（British Standard）PD649314)

に示される値を紹介しており（図 3-1-6），境界条件により応力の上昇程度が異なることが示されてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方，佐々木ら 15)は，板厚 9,20,40mm の突合せ試験体（SM58Q，HT80）およびリブ十字試験体（SM50B）

を用いて疲労試験を行い，図 3-1-7 に示すダイヤルゲージを用いた手法で目違い量 1e および角変形φ

を計測し，付加的に作用する曲げモーメント PeM  （ここで， 2/1  ee ，ここで は溶接部

から角変形測定点までの距離，Pは作用軸力）による板曲げ

応力の膜応力に対する割合と目違いのない場合の疲労強度に

対する目違いのある場合の疲労強度の割合の関係を調査して

いる。検討結果では図 3-1-8 に示すように，目違い量は 1mm

以下のもの（最大 2mm），付加的な曲げ応力は±20%程度以下

（最大 40%弱）のものが多く，この検討の範囲内では疲労強

度と付加的な曲げ応力との間に明確な関係は見られず，その

原因として止端部形状やビード形状のばらつきの影響に埋も

れたためとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

λ=6.0 λ=6.75 λ=3.0 λ=3.0 λ=2.95 

図 3-1-6 種々の境界条件におけるλの値 14) 

e  
P  

公称応力で整理した S-N 線図 目違い・角変形による付加曲げ応力σM と軸応力σT

の比と疲労強度の変化率の関係 

図 3-1-8 疲労試験結果と目違い・角変形の影響度 15) 

図 3-1-7 目違い・角変形の計測手法 15)
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 ここまでは，溶接止端部から疲労き裂が発生する場合の疲労強度への目違いの影響についての既往

の研究をまとめているが，これらのルート部に不溶着部が存在するような場合にはルート部からき裂

が発生する場合も考えられる。一般的に，荷重伝達型十字継手や突合せ継手に生じる目違いの溶接ル

ート部の疲労強度への影響は，溶接止端部の疲労強度に対する影響よりも小さい（Maddox7)，穴見ら

16））。これは，溶接ルート部が溶接ビードを含めた断面内の内部に存在し，付加的な曲げの影響が小さ

くなることが原因であると考えられる。恒成ら 17)は主板厚（12mm）の 20%～120%の目違いを与えた荷

重伝達型十字すみ肉溶接継手を用いて疲労試験を行っている（図 3-1-9）。疲労き裂は全て溶接ルート

部から発生し，目違いを与えた試験体では試験体中心側の溶接ルート部からき裂が発生している。付

加的な曲げにより公称応力で整理すると疲労強度が低下しているが，ルート部先端の曲げ応力と引張

によるルート部先端の公称応力の比を用いることにより目違いによるルート部の疲労強度の変化の程

度を良く評価できることを示している。なお，ルート部の曲げ応力の算定には，板厚＋脚長を断面と

し，引張側となる不溶着部は応力伝達しないと考えて断面二次モーメント算出している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 なお，ここまではいわゆる高サイクル疲労を中心に既往の研究を整理してきたが，例えば文献 18)

では，図 3-1-10 に示す，突合せ溶接に目違いを与えた試験体に対して（板厚 6mm および 16mm で，目

違い量は板厚の 20，40，60%），102回以下～105回程度の低サイクル領域も含めた広い範囲で一定変位

振幅片振引張疲労試験を行った結果が報告されている。文献では 104回の疲労強度で比較しているが，

目違いによる疲労強度の低下量は目違いが板厚の 20，40，60%で 14，27，39%とされているが，同図に

示す疲労試験結果の一例（HT50，板厚 16mm，降伏点 35.9 kgf/cm2）を見ると，目違いが大きくなると

S-N 線の傾きが大きくなり，高サイクル疲労領域の方が，低サイクル疲労領域の方よりも目違いの影

響度が大きくなっている傾向が見られるが，これは HT50，板厚 6mm の試験体でも，SS41 を用いた試験

体（板厚不明）でも同様であった。 

 

 

 

試験体形状 

105及び 106回疲労強度と目違い量の関係 
付加曲げ応力の比と疲労強度低下率の関係 

図 3-1-9 ルート部からき裂が発生する場合の疲労強度への目違いの影響 17) 
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3-2. 大型構造物を対象とした目違いの疲労に関する影響の検討 

 

 一方，前述のように，目違いの疲労強度への影響は従来，小型の継手試験体を用いた実験や解析に

より行われてきた。しかし，鋼橋などのように大型の実構造物を対象とした場合，境界条件や部材の

形状，他の部材の存在によっては，継手部の回転を拘束する 6)こともあり，目違いの疲労強度への影

響度も従来小型継手試験体を用いた検討より得られた結果とは異なる可能性も考えられる。  

 山岡ら 19)は，鋼 I桁の下フランジの突合せ溶接継手について道路橋示方書の基準を超える主板厚の

10%以上の目違いが存在する場合の疲労強度，およびその向上（対策）法について検討を，大型桁試験

体を用いて疲労試験を行っている。そこでは目違いを 0mm，2mm，4mm および 4mm 導入後下フランジお

よび溶接部を研削しテーパーを設けた試験体を用いている(図 3-2-1)。疲労試験結果は図 3-2-2 に示

すが，目違い 0mm，2mm の試験体は JSSC の疲労設計指針の疲労強度等級である D等級を満足していた

が，目違い 4mm の試験体では，基準を下回る E等級にプロットされる結果も得られ，目違いによる疲

労強度低下が実寸大試験体でも見られている。また，テーパー率 1:5 で研削した試験体では D等級を

満足する結果が得られ，更に止端部仕上げにより 1等級の疲労強度向上効果が得られることが報告さ

れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2-1 大型 I桁疲労試験体のフランジ突合せ溶接部の目違い 19) 

図 3-1-10 突合せ溶接継手を用いた低サイクル領域までの一定変位振幅片振り疲労試験 18)
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 近藤ら 20)は，鋼床版トラフリブの現場溶接継手の安全性の検討をすることを目的として，現場溶接

を模擬し，種々の製作精度（目違いに相当する肌隙やルートギャップおよび溶接姿勢）をパラメータ

として製作した裏当て金付のトラフリブ突合せ溶接継手の引張継手試験体と実寸大の大型曲げ疲労試

験体を製作して疲労試験による検討を行っている。大型試験体のみ，その形状を図 3-2-3 に紹介する。

全てルートギャップ 5mm を設けた小型継手試験体では，目違いのある（目違い量 1mm）の試験体は上

向き溶接されたものだけであるが，目違いのない試験体（実物の溶接部から切り出したもの，小型試

験体で上向き溶接の終始端を模擬したもの，下向き溶接したもの）と比較して最も疲労強度が低いも

のとなっている。その原因として，偏心による付加的な曲げと，肌隙によりルート部に生じる鋭い切

欠きが考えられるとしている。大型疲労試験では，この目違い量を 2~3mm と若干大きくし，更にルー

トギャップについても 0，3，5，10mm とパラメータを広げて実験的な検討を行っている。疲労試験結

果では，ルートギャップが小さくなるとルート部に不溶着部が発生し疲労強度が大きく低下すること

が示されており，またルートギャップが 0mm で同じで肌隙の有無で比較を行うと肌隙の大きいほうが，

図 3-2-2  疲労試験結果 19) 

図 3-2-3 大型曲げ疲労試験体の疲労試験結果 20) 

試験体形状 

開先形状 
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疲労強度が低下する傾向が見て取れる。この文献では十分な施

工管理と溶接工の訓練によりルート部の不溶着部を発生させな

いことが重要であることが指摘されている。 

また，この継手に生じる目違いの影響に関しては，例えば，

LEE ら 21)22)により，同様のトラフリブの裏当て金付の現場突合

せ溶接継手をモデル化した継手に対して FEM 解析により目違い

の応力集中への影響を検討し，更にき裂進展解析によりき裂進

展への目違いの影響を検討されている。また，この継手に関し

て，佐伯ら 23)は，種々の開先条件のもと溶接工の技能（溶接経

験年数）と溶接条件（隣接縦桁との間隔）などの溶接欠陥の発

生や疲労強度への影響検討を行っている。図 3-2-4 に検討ディ

テールを示すが，隣接縦リブとの間隔は 300mm 以上が望ましく

B開先でも良いこと，C開先は避けるべきであること，作業者は

所定の資格を有するものであれば良い（ただしルート部の溶け

込みに注意して施工するよう指導）こと等が示されている。また，ここで検討した目違い量（0~3.2mm）

については，溶接量が増える以外は溶接欠陥の発生には大きな問題がないことされており，文献に示

される疲労試験結果を見ると，目違いにより疲労試験結果のばらつきは大きいものの，目違いの大小

により疲労強度に明瞭な傾向は見られていない。 

 一方，十字継手を対象とした検討として，山田ら 24)は，鋼床版のトラフリブと横リブとの交差部の

端横桁やトラフリブからバルブプレートに移行する部位に見られる，トラフリブが横リブに溶接（通

常はトラフリブが横リブを貫通し，横リブがトラフリブに溶接されている）しているディテールに関

して，横リブ表裏のトラフリブの目違い量（0，2，4mm）および横リブ厚をパラメータとして図 3-2-5

に示す実物大試験体により検討を行っている。同図に疲労試験結果も示すが，横リブ厚（十字継手の

中板厚）が 9mm の場合には目違い量の増加に伴い，疲労強度が低下すること，一方横リブ厚が 19mm

の場合には目違いによる明瞭な差異が認められなかったことが報告されている。これは，横リブ厚（中

板厚）が増加することにより，継手の回転変形が小さくなり，局所的な板曲げが緩和するためである

としている。また，この検討では，応力解析および疲労き裂進展解析を用いた寿命解析を行い，許容

できる目違い量について検討を行った結果も報告している。 

図 3-2-5 トラフリブとダイアフラム溶接部の疲労試験体および疲労試験結果 24) 

開先形状 

目違い量 g の定義(g=0~3.2mm) 

図 3-2-4 検討開先ディテール 23)
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藤田ら 25)は，船体構造の棚板構造等に見られる板を介して骨部材が突合せで取り付けられる構造に

注目し，中板表裏に I型断面部材を取り付けた試験体を製作して（図 3-2-6），目違いによる静的強度

や疲労強度の低下率について実験的に検討を行っている。そこではフランジ厚を 10mm と固定し，中板

片側の I型部材のウェブ高さを変化させることにより目違い量を調整し(0~15mm：疲労試験は 9mm まで

の目違い)，また併せて中板厚(6,15mm)をパラメータとして検討を行っている。さらにウェブを取り付

けない構造との比較を行っており，ウェブの存在による目違いの影響の変化も検討している。破断寿

命が 103～106回程度の疲労データのみを掲載されている S-N 線図から読み取ると，疲労強度はウェブ

なしの場合には目違いが 9mm 存在することにより 60%程度にまで低下していたが，ウェブが付いてい

る場合には目違いの影響は非常に大きく減じ，明瞭な疲労強度低下は読み取れない結果となっている。

ただし，これらのデータの殆どは，ルート破壊をしたデータであり，止端部破壊のデータはウェブな

しの場合の低応力範囲の疲労試験データの場合に少数体得られたことが報告されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大沢ら 26)は，実構造物における目違いの影

響度を解析的に検討する手法として，船舶を

対象に全体解析モデルを解析後，その結果を

用いて継手部を詳細にモデル化するズーミン

グ手法に着目して検討を行っている。検討さ

れている解析モデルの要素分割図を図 3-2-7

に示す。全体構造解析モデルではシェル要素

を，詳細モデルではソリッド要素を用いてい

るが，目違いの影響を検討する場合，詳細モ

デルではその目違いを導入したモデルを作成

するが，その前段階の全体構造解析モデルに目違いなしモデルおよび目違いありモデルを用いた場合

の比較検討を行っており，その結果両者の差異は殆どないことが示されている。 

 このように目違い・角変形の影響については，多く問題視されているが，例えば文献 27)では，LNG

船アルミタンク用の突合せ溶接に生じる目違い・角変形に対して，その母板の溶接時の動きを拘束す

るために，バキュームパッドを適切に配置し，またその拘束による溶接割れなどの欠陥を防止し得る

適切な溶接条件を検討することにより，大型構造物における目違い・角変形を防止する取り組みが紹

介されている。 

図 3-2-6 ウェブ付き疲労試験体 25) 

全体シェルモデル 局部のシェル-ソリッドモデル

図 3-2-7 解析モデル 26) 
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3-3. 目違いの検査手法に関する基準 

 

 本部会で対象としている目違いは，特には鋼橋主桁と横桁の仕口部の継手，特に主桁ウェブと横桁

（または仕口）の下フランジの溶接部を対象としている。このディテールは主桁の曲げに対しては面

外ガセット継手，横桁からの力の伝達に対しては荷重伝達型十字継手に相当する部材である。鋼橋は

非常に大きな構造物であり，主桁ウェブの表裏の横桁下フランジの目違い・角変形を測定をすること

は困難である。道路橋示方書 2)では，このディテールに関する目違いの規定はない。 

 目違い・角変形の計測手法について文献の調査を試みたが，目違いの測定値は掲載されていても，

測定手法について掲載されている文献は殆どない。数少ないが，図 3-1-3，図 3-1-7 に示されている

ように移動台を用いている場合や，ダイヤルゲージ等の測定装置を用いた測定手法が掲載されている。 

 建築鉄骨における突合せ仕口の目違いに関し

て，文献「突合せ継手の食い違い仕口のずれの

検査・補強マニュアル」28)では種々の突合せ溶

接継手の目違いの計測手法について定められて

いる。そこでは，図 3-3-1 に示すようなチェッ

ク（限界）ゲージを用いての計測することとし

ており，その使用方法などがディテールごとに

定められている（使用例を同図に示す）。また，

この手法の十字溶接継手への適用の例として，

柱貫通型の H 型，十字型，T 字型断面柱の水平

リブと梁フランジの溶接部の目違いについては，

図 3-3-2 のように，直接チェックゲージを用い

ることは困難であるので適当な治具を用いて隙

間ゲージなどを用いて測定すること，梁中央部

（溶接線中央部）の測定は困難であるので，端

部近傍を測定するなどが定められている。この

図で，柱フランジに相当する部位が，本部会で

対象とするディテールでは主桁ウェブというこ

とになり，非常に大きな主桁ウェブかつ主桁フ

ランジが取り付けられているので，必ずしもこ

の手法を流用できるものではないが，本部会で

目違い計測を行ったような部位（本部会では橋

梁工場において，橋梁出荷前のブロックの端部

に位置する主桁・横桁取り合い部を測定している）では参考になる手法であると考えられる。 

鋼橋の現場突合せ溶接継手においては，開先精度の管理として開先角度，ルートギャップ，および目

違いの計測を部材の架設後に実施する。日本橋梁建設協会の「現場溶接施工管理の手引き調査文献」29)

に計測項目，計測位置，および計測方法の例が示されている（図 3-3-3）。突合せ溶接継手の目違い量の

計測にあたっては，一方の鋼材表面に直定規を置いて，他方の鋼材表面と直定規の間隔をテーパーゲー

ジで計測する。実橋梁での計測状況を図 3-3-4 に示す。 

チェック（限界）ゲージの例 

チェック（限界）ゲージの使用例 

(上)同厚継手を片面からチェックする場合 

(右)通しダイアフラムのチェックの例 

図 3-3-1 チェックゲージを用いた目違い計測 28)

図 3-3-2 十字継手での測定手法 28) 

測定位置 

測定手法 
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図 3-3-3 開先精度の計測の例 29） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-3-4 実橋梁での計測状況 

 

 また，十字溶接継手の目違いの基準のある造船関係については，目違いの管理手法に関する基準はな

く，「部材溶接前に差し越し線（目安線）を設け，この線からの距離で管理する」といった手法が取ら

れている例もある。 
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